
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年度 

   生活指導だより     令和7 年 2 月 3 日 発行  第6 号 

                             大田区立東蒲中学校 生活指導部 

『学習や学年のまとめに取り組もう』 
 

 早いもので、もう 1月が終わってしまいました。さあ、3年生は卒業をして新たな進路

先へ、1・2年生は進級へ向けて、大切な 2月になります。ここで新たな一歩を踏み出し、

頑張れなければ悔いや後悔が残るはず。最後の学年末考査や入試に向けて、学習に全力で

挑むこと。ケンカをしている友達がいれば、離ればなれになる前に、一歩ずつ歩み寄って

はどうですか。充実した 1か月にしてください。 

 

先日１年生は総合の時間に職業講話を行いました。その時にいらしてくださった司法書

士の方のお話を一つ紹介します。 

『法律やルールというものは、その人をしばりつけるためにあるのではありません。 

みんなが自由に楽しむことができるためにあるのです。』 

 ルールがあるから嫌な思いをする人がなく、ルールの中で自由に過ごせるのだというお話

でした。校則も同じだと思っています。校則も皆さんが過ごしやすいように、見直しを行っ

ています。今日は２つ、ルールについて話します。 

 

①ブレザーの下に学校指定のセーターを着用している場合、校内では環境に合わせて、「ブレ

ザーを脱いで、セーターで生活しても良い。」とします。セーターが学校指定の物であるの

で、だらしなくないという判断です。ただし登下校に関しては、セーターでなく、ブレザー

を着用しましょう。※着崩したり、ルールが守られない場合には、再度検討します。 

 

②最近、廊下に砂が多く落ちています。おそらく体育の授業か昼休みに、校庭から持ち込ま

れていると考えられます。きれいな環境で生活を送ってほしいので、校庭に出た後は、必ず

砂をはたき落としてから校舎に入ることを徹底しましょう。 

 

 なぜそのルール（校則）があるのかを皆さん自身で考え、より良い東蒲中学校を作ってい

きましょう。 

 

                 生活指導主任 本郷 桂太郎 
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